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売り指令 
 

去る 3 月 9 日付けの本誌で「買い指令」を出しました。後に 3 月 9 日は年初来の安値であ

ったことが証明されたのはご存知の通りです。以後株価は上昇を続け先週金曜日まで 3 ヶ月

連続上昇を続けました。私は「ここ一番！」の会員(読者)の皆様には先々週から「高値売り」

と「買いは差し控えるよう」アドバイスしてきました。中には、上げたとはいえ、今売れば

損が大きいという方がかなりいましたが、そうした皆様には先週金曜日に強く整理を勧めま

した。さて、本誌の読者の多くは「ここ一番！」の読者ではありませんが、もし株をなさっ

ているなら今すぐ売却することをお勧めしたいと思います。（責任は負いかねますが） 
私は NY が 6 週連続上昇を演じたとき、「悪い冗談」（Bad joke ）と本誌で書きました。今

回の日米株価の連続上昇は Artificial（造られた）相場であって「本物」ではないと考えてい

ます。いわばオバマ、メディア、銀行の見事なまでの（合法的）価格操作だと思います。Stress 
Test の先週木曜日（アメリカ時間）までに、オバマはどんなことをしても銀行を救済すると

宣言、一気に公的資金を銀行に注入、さらに連邦会計基準(159 号)で銀行の債券価格の下落を

利益計上させ米大手銀行のバランスシートを良くしました。さらにメディア(アナリスト

共々)は、2 月の失業率 699,000 が 3 月は 539,000 に大幅改善と囃しました。この数字を作る

ため政府は 3 月異例措置で急遽公務員 120,000 人を雇い入れた事実は報道しません。実は 12
ヶ月間も職が決まらない求職者が 210 万人も居ることが BLS(労務省)で発表されています。

こうした事実を勘案すれば失業率は 15%になんなんとしているのです。 
こうした官民一体の価格操作のおかげで Stress Test 直前まで銀行の株価は高値を保ち続

けたので、大手銀は Stress Test 前に優先株を普通株に転換、政府に指摘される前に市場か

ら十分なる貸倒引当金を確保することが出来たのです。さらに自動車産業（Big three）の救

済を控えていますが、銀行救済（TARP）の見せ金が銀行から返って来ますので、これを引

き当てることになっています。これが Manipulation(価格操作)でなくてなんでしょうか。 
 

さてオバマと銀行は目的を達成し、オバマは就任 100 日目パーティーで、深刻化が始まる

アメリカ経済のことはおくびにもださず、冗談の連発でした。なかなかの役者、これぞ大統

領の器というものでしょう。 
 

「終わるどころか、これから不況は深刻化する」のが現実なのです。 
 

※「ここ一番！」についてのお問合せは、増田俊男事務所（03-3591-8111）まで 
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